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要 旨 

IVS 総会は，2 年に一度開催される IVS の全体会

合であり，IVS を構成するほぼ全ての加盟機関や関

係者が一堂に会し，取組の報告や担当者間の情報共

有，具体的な連携の方策等を議論する場である． 
2024 年 3 月 4 日から 9 日までの 6 日間，国土地理

院は，茨城県つくば市のつくば国際会議場において

第 13 回 IVS 総会（25 周年記念大会）を主催した． 
総会には，19 か国，45 機関から計 121 名の関係者

が参加し，新しい観測局を含む各局の動向や他の宇

宙測地技術との連携など，幅広い話題が議論された．  
 

1. はじめに 
1.1 国土地理院の VLBI 事業 
国土地理院は，地球上の位置の国際的な基準とな

る座標系（地球基準座標系）を構築及び維持すると

ともに，これに基づいた日本の位置を決定し，さら

に GNSS 衛星等の軌道決定に必要な地球の自転速度

や姿勢の変化を把握するため，VLBI の観測・相関処

理・解析を実施している． 
地球基準座標系の構築・維持等を目的とするVLBI

の観測においては，世界中にある VLBI 観測局との

協働が必要不可欠である．国土地理院は，VLBI に関

する国際組織である国際 VLBI 事業（International 
VLBI Service for Geodesy and Astrometry．以下「IVS」
という．）に設立当初の 1999 年から加盟し，IVS が

主導する国際 VLBI 観測の観測局，相関局及び解析

センターとして積極的に活動している． 

 
1.2 IVS  

IVS は，VLBI の国際観測や技術開発の推進を目的

として設立された国際組織である．2022 年時点で

IVS には 22 か国，43 機関が加盟しており，全世界

の VLBI 観測網の運用，データの解析等を行い，観

測局の精密な位置や地球姿勢の変化などの地球の運

動に関する様々な情報を提供している．  
IVS は，以下の 8 つの役割があり，各役割を世界

各地の機関が分担している．このほか，IVS の活動

方針を議論・決定する評議会がある． 
 
 観測局 
 オペレーションセンター 
 相関局 
 データセンター 
 解析センター 
 技術開発センター 
 アウトリーチ・コミュニケーション室 
 コーディネーションセンター 

 
国土地理院は，石岡測地観測局（写真-1，以下「石

岡局」という．）のほか，つくば相関局及び解析セン

ターとして日々の観測等に貢献している．また，IVS
設立以来，国土地理院から評議員を輩出しており，

2023 年からは石垣真史超長基線係長（以下「石垣係

長」という．）が評議員として，定期的に開催される

評議会に参加している． 

現所属：1測地観測センター，2企画部，3測地部 
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写真-1 石岡測地観測局と VLBI アンテナ． 

 
1.3 IVS 総会 

IVS 総会は，2 年に一度開催される IVS の全体会

合であり，IVS を構成するほぼ全ての加盟機関や関

係者が一堂に会し，取組の報告や担当者間の情報共

有，具体的な連携の方策等を議論する場である． 
第 1 回総会は，2000 年にドイツで開催され，今回

が 13 回目にあたる．開催実績は表-1 のとおりであ

る．日本での IVS 総会の開催は，2002 年に第 2 回総

会を国土地理院と通信総合研究所（現 情報通信研究

機構，以下「NICT」という．）が共催して以来，22 年

ぶりとなった． 
 

表-1 IVS 総会の開催実績． 

回 期間 自 至 開催国 

1 2000年 2月 21日 2 月 24 日 ドイツ 

2 2002 年 2 月 4 日 2 月 7 日 日本 

3 2004 年 2 月 9 日 2 月 11 日 カナダ 

4 2006 年 1 月 9 日 1 月 11 日 チリ 

5 2008 年 3 月 3 日 3 月 6 日 ロシア 

6 2010 年 2 月 7 日 2 月 13 日 オーストラリア 

7 2012 年 3 月 4 日 3 月 9 日 スペイン 

8 2014 年 3 月 2 日 3 月 7 日 中国 

9 2016年 3月 13日 3 月 17 日 南アフリカ 

10 2018 年 6 月 3 日 6 月 8 日 ノルウェー 

11 2020年 3月 22日 3 月 28 日 米国（中止） 

12 2022年 3月 28日 4 月 1 日 
フィンランド 
（オンライン） 

13 2024 年 3 月 4 日 3 月 9 日 日本 

第 11 回は新型コロナウイルス感染拡大のため中止 
第 12 回は新型コロナウイルス感染拡大のため対面からオ

ンラインでの開催に変更 

2. 第 13 回 IVS 総会開催準備 
2.1 開催決定の経緯 

2021 年 12 月 6 日に，IVS から加盟する機関に向

け，第13回 IVS総会のホスト募集の周知があった．

これを受け，国土地理院内で検討した結果，ホスト

に立候補することを決定し，2022 年 1 月末に IVS へ

ホスト企画書を提出した．立候補は複数あり，同年

2 月に IVS 評議員における協議により，第 13 回 IVS
総会のホストとして国土地理院が選出された． 
 
2.2 参加登録 
参加登録数は，累計で 126 名あったが，開催まで

にキャンセルが 5 名あり，最終的には 121 名となっ

た．121 名の内訳は，一般が 93 名，若手研究者が 15
名，学生が 12 名，1 日参加が 1 名であった． 
当初，若手研究者及び学生で全体の 1 割程度を占

めるものと想定していたが，実際は約 2 割となった．

今回は，若手研究者及び学生の参加を誘引すべく，

対象者への参加費割引を設定しており，その効果が

表われたためと考えられる． 
 
2.3 後援，協賛 
総会において，日本測地学会及び茨城県 MICE 誘

致推進協議会から助成金等の協賛を得た．また，IVS，
国際測地学協会（IAG），国際天文学連合（IAU），NICT
及び全球統合測地観測システム（以下「GGOS」とい

う．）の日本国内の活動を効果的に推進するためのグ

ループである GGOS Japan の後援を得た． 
 
2.4 ロゴ及びイメージ 
2.4.1 総会ロゴ 
総会のロゴは，今回の IVS の総会（GM: General 

Meeting）が 2024 年に開催されることを端的に示す

とともに，“G” がアンテナを模している（図-1，図

-2）．このロゴは，石垣係長により作成され，総会の

ホームページや予稿集，配布品等で使用された． 
 

 
図-1 総会ロゴ． 
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図-2 総会ロゴ 背景に筑波山と梅をあしらった絵柄． 

 
2.4.2 総会イメージ 
総会のイメージは，国土地理院の石岡局の VLBI

アンテナ施設と遠方に見える筑波山を示したもので

ある（図-3）．このイメージは，大野圭太郎技官によ

り作成され，ロゴと同様，総会のホームページや予

稿集，配布品等で使用された． 
 

 
図-3 総会イメージ  

左から筑波山，展望台，局舎，VLBI アンテナ． 
 
2.4.3 IVS 設立 25 周年のイメージ 

IVS 設立 25 周年のイメージは，VLBI 観測で用い

られる世界各地の 7 つ（左から南アフリカ・ドイツ・

スペイン・日本・スウェーデン・アメリカ・オース

トラリア）のアンテナをバラとリボンで飾ったもの

である（図-4）．このイメージは，石垣係長により作

成され，IVS 設立 25 周年式典のホームページやスラ

イド，表彰状等に使用された． 

 
図-4 25 周年記念イメージ． 

3. 第 13 回 IVS 総会 
3.1 概要 
主催 ：国土地理院 
日時 ：2024 年 3 月 4 日（月）～ 9 日（土） 
会場 ：茨城県つくば市 つくば国際会議場 
    （写真-2，写真-3） 
参加者：121 名（19 か国，45 機関）（図-5） 

日本の機関から国土地理院 14 名を含む 23 名が

参加 
発表数：123 件（口頭 63 件，ポスター60 件） 

 

 
写真-2 会場となったつくば国際会議場． 

 

 
写真-3 総会のメイン会場となった中ホール 200． 

 

 
図-5 参加者（所属機関の所在国）の内訳と人数． 
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3.2 総会のタイムスケジュール 
総会のタイムスケジュールを図-6 に示す． 

図-6 総会のタイムスケジュール． 

  

38 国土地理院時報　2024　No.137



 各日のプログラムの概要は以下のとおり． 
３月３日（日） 

総会に先立ち，サイクリングツアーとアイスブレ

ーカーを実施した． 
 

３月４日（月） 

 開会式，口頭発表セッション（1 日目）及びポス

ター発表セッションを実施した．開会式では国土地

理院の小門研亮宇宙測地課長（以下「小門課長」と

いう．）が司会を務め，国土交通省の吉岡幹夫技監及

び IVS の Rüdiger Haas 議長（以下「Haas 議長」とい

う．）が挨拶した（写真-4）． 
 口頭発表セッションでは，各 VLBI 観測局におけ

る最近の動向や技術開発センター等における VLBI
関連機器の開発状況，観測からデータ処理までの運

用における取組について報告・議論が行われた． 
ポスター発表セッションでは，会場にて各参加者

による活発な議論・質疑が行われた．各ポスターは

3 月 4 日から 7 日までの 4 日間会場に掲示し，休憩

時間等の空き時間にも参加者による交流が行われた．

詳細は 3.3.1 節で後述する． 
 

３月５日（火） 

 午前に口頭発表セッションを実施し，相関処理の

状況や観測で用いる電波天体の研究動向に関する報

告・議論が行われた． 
午後には施設見学を実施し，石岡局，宇宙航空研

究開発機構（以下「JAXA」という．）筑波宇宙セン

ター及び筑波山梅林を案内した． 
 

３月６日（水） 

 午前の口頭発表セッションでは，各解析センター

による VLBI 観測の解析結果の報告のほか，解析手

法に関する調査報告やシミュレーションに基づく観

測スケジュール設定に関する報告・議論が行われた． 
午後に IVS 設立 25 周年記念式典を，夕方に歓迎

会を開催した． 
 

３月７日（木） 

午前の口頭発表セッションでは，国際地球基準座

標系（以下「ITRF」という．）や国際天球基準座標系

（以下「ICRF」という．）等の構築・維持における

VLBI 観測結果の解釈と比較等の報告が行われた．

午後のセッションでは，VLBI や GNSS，SLR 等の異

なる測地技術の観測点間の位置関係（以下「ローカ

ルタイ」という．）を計測するための技術や時刻管理

などの他分野における VLBI 観測成果の利用に関す

る報告・議論が行われた． 
午後のセッションの後に閉会式を実施し，優秀ポ

スター賞の発表や Haas 議長による閉会の挨拶が行

われた． 
 

３月８日（金） 

午前に IVS の解析担当者を対象にした解析ワーク

ショップ，午後は，IVS の活動に関わる各種グルー

プ会合が開催された． 
 

３月９日（土） 

IVS の評議員が今後の IVS の活動方針を議論・決

定する IVS 評議会が開催された． 
 

 
写真-4 国土交通省の吉岡幹夫技監の挨拶． 

 
3.3 口頭及びポスター発表 
3.3.1 概要 

3 月 4 日から 7 日までの 4 日間，以下の 6 つのセ

ッションで口頭 63 件（うち招待講演が 9 件），ポス

ター60 件の発表が行われ，新しい観測局を含む各局

の動向や他の宇宙測地技術との連携など，幅広い内

容について議論された．  
1 観測局報告と技術開発 
2 観測運用と監視 
3 相関，フリンジ検出，電波源構造 
4 観測計画，解析運用とプロダクト 
5 地球物理学，測地学，天体観測における VLBI 結

果の解釈と比較 
6 フレームタイ，深宇宙探査，その他の分野への

VLBI 利用の拡大 
 
国土地理院からは，石岡局やつくば相関局／解析

センターにおける活動状況や，石岡局で実施してい

る VLBI と GNSS 間のローカルタイ測量の取組に加

え，ITRF2020 におけるスケールの解析において，

VLBI の解析結果に時間依存のドリフト（傾き）が

発生している問題，いわゆる VLBI スケールドリフ

ト問題に関する研究の報告を行い，今後の計画・方

針について各関係者との議論を深めた． 
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3.3.2 セッション 1: 観測局報告と技術開発 
IVS は過去 10 年にわたり，従来の S 帯（2 GHz 帯）

と X 帯（8 GHz 帯）の周波数を用いた観測（以下「S/X
観測」という．）から，2 GHz～14 GHz の広帯域の信

号を利用する新たな VLBI 観測システム（VGOS）へ
の移行を推進してきた．VGOS の最終的な目標は，

24 時間 365 日の連続観測，1 mm の位置計測精度と

0.1 mm/年の速度計測精度，24 時間以内の観測結果

の算出を達成することであり，この目標を達成する

ための技術開発と観測の機器整備が進められている． 
本セッションでは，各国の VLBI 観測局の整備状

況や活動，技術開発センターにおける受信機や記録

システム等の開発状況の報告があり，石垣係長がセ

ッションの座長として，議論を進行した． 
新たな VGOS 対応の観測局整備については，オー

ストラリアやタイから報告があった．オーストラリ

アでは，ホバートの 12 m 局に加え，ヤラガディーと

キャサリンの観測局に新たなVGOS対応の受信機が

整備された．タイでは，タイ国立天文学研究所

（NARIT）がチェンマイに 40 m アンテナを 2022 年

に，また，VGOS 対応の 13 m アンテナを 2024 年 1
月に完成させた．VLBI 観測は，世界各国の協働で行

われ，地球規模で均一に整備されることが望まれて

いる中，VGOS 対応のアンテナの配置には偏りがあ

る状況である．整備が遅れている東南アジアや南半

球において，これらのアンテナが完成したことで，

今後の測地基準座標系の構築精度の向上などが期待

される． 
技術開発状況については，「DBBC4」と呼ばれる

VGOS 用の新しい記録システムの開発状況が報告さ

れた．これは，石岡局で採用している DBBC3 の次

世代版であり，処理できる信号帯域幅が約 8 倍

（32 GHz から 256 GHz）となり，データ記録速度な

ども大幅に高速化する見込みである．DBBC4 の整備

及び導入が進み，データ記録速度が高速化すること

で初めて，観測で受信する信号（周波数）の広帯域

化が可能となり，更なる観測精度の向上につながる． 
 
3.3.3 セッション 2: 観測運用と監視 

VLBI の観測からデータ処理までの運用における

取組についての報告があり，国土地理院からは小門

課長が，石岡局及びつくば相関局／解析センターに

おける取組を報告した（写真-5）． 
国土地理院は IVS 設立当初から S/X 観測の相関処

理・解析に取り組んでおり，世界中の相関局に先駆

けて，観測局からのデータ転送やデータ処理の自動

化を推進してきた．本報告では，自動化システムの

詳細や VGOS 観測の相関処理・解析の自動化に向け

た取組を発表した．発表後，米国のワシントン相関

局やドイツの相関局の技術者と自動処理のフローに

ついて議論した．迅速な観測結果の算出を達成する

には，相関処理や解析の自動化が必要であり，他の

相関局においても，S/X 観測においては処理の自動

化が進められている． 
つくば相関局におけるVGOS観測の相関処理自動

化については，スウェーデンのオンサラ局等で整備

されているツインテレスコープ（近傍に整備された

2 台の VGOS 対応アンテナ）間の相関処理に課題が

あることを報告したところ，前 IVS 議長の Axel 
Nothnagel 氏から「DiFX/HOPS」（3.3.4 節で後述）と

呼ばれる相関処理に使用しているソフトウェアの設

定に関する助言があった．VGOS 観測の相関処理や

解析の自動化は，IVS 内でも達成されていない事項

であり，今後も引き続き相関処理担当者間で情報共

有をしながら，自動処理に向けた取組を進める． 
 

 
写真-5 小門課長の発表． 

 
3.3.4 セッション 3: 相関，フリンジ検出，電波源構

造 

各相関局の活動報告や相関処理ソフトウェアの開

発状況についての報告があった． VGOS 観測では相

関局でのデータ処理の遅れが喫緊の課題となってい

る中，一部の相関局では，データ処理の計算機等や

データ転送用のネットワークの増強が進められてい

る． 
米国のワシントン相関局では，新たな相関処理シ

ステムを構築中であり，これまでのシステムの約 4
倍のパフォーマンスを有するものとなる見込みであ

る．ネットワークは 40 Gbps 対応に取り組んでいる． 
VGOS 観測の相関処理で使用されているソフトウ

ェ ア Distributed FX （ DiFX ） や The Haystack 
Observatory Postprocessing System （HOPS）について

も改良が進んでいる．相関処理後の後処理計算を行

う HOPS については，相関処理で生じた位相飛びの

補正や信号強度の弱いチャンネルの自動除去機能の

追加など，処理の効率化につながる改良が進められ

ている． 
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VGOS 観測では精度向上のため，受信する信号の

広帯域化が進められているが，広帯域の観測データ

は，従来の S/X 観測に比べてデータ容量が多くなり，

データを処理する相関局のシステム増強やソフトウ

ェアの改良が必須である．各国の取組状況を把握し

た上で，石岡局やつくば相関局の計算機等やネット

ワークの更新・強化等を検討する必要がある． 
 

3.3.5 セッション 4: 観測計画，解析運用とプロダク

ト 

 各解析センターによる様々なセッションの解析結

果の報告のほか，解析手法に関する調査報告や，シ

ミュレーションに基づくスケジューリングに関する

提案がなされた． 
ミュンヘン工科大の解析局から，同時間帯に観測

されている S/X と VGOS の Intensive（地球姿勢パラ

メータ（以下「EOP」という．）のうち，地球自転速

度から得られた世界時との差（以下「UT1 - UTC」と

いう．）を迅速に求めることに最適化した 1 時間程

度の観測）の結果の比較に関する報告が行われた．

S/X と VGOS の両者の観測から得られる UT1 - UTC
の値は全体的によく一致しているものの，各解析セ

ンター間の若干の違いがあった．この違いは，初期

値として使用する局位置の違いにより説明できるこ

とが示された．石岡局の VGOS Intensive 観測への参

加数及びつくば相関局のVGOS相関処理の担当数は

年々増加しており，本結果から国土地理院が UT1 - 
UTC の算出に大きく貢献していることが改めて示

された．UT1 - UTC は人工衛星の軌道や宇宙探査機

の運用に必要不可欠であり，今後も VGOS Intensive
を継続して実施していくことが重要である． 

NASA/GSFC の John Gipson 氏から，解析時に補正

が必要となる大気遅延量に関しての発表があった．

大気遅延量には位置依存性・時間依存性があり，S/X
観測と比較してVGOS観測においてその影響がより

顕著に現れることが報告された． 
 
3.3.6 セッション 5: 地球物理学，測地学，天体観測

における VLBI 結果の解釈と比較 

国際地球回転・基準系事業（以下「IERS」という．）

の活動報告や，ITRF，ICRF，EOP に関する調査報告

が行われた．オンサラ観測所の Karine Le Bail 氏及び

石垣係長から，ITRF2020 の VLBI スケールドリフト

問題の原因についての考察が発表された．Karine Le 
Bail 氏から，アンテナの部品交換等に伴う VLBI 参
照点の非連続的変化がスケールパラメータに影響を

与える可能性がある旨発表があり，石垣係長からは

観測局の位置モデルの影響について提案があった

（写真-6）．特に，ノルウェーのニーオルセン局やド

イツのヴェッツェル局の位置変化の上下成分が寄与

している可能性があることが報告された．この点に

関し，Axel Nothnagel 氏や Harald Schuh 氏から，解

析の際のパラメータの設定や他データとの比較につ

いてより掘り下げた考察を行うよう助言があった．

ITRF2020はVLBIの観測局位置の標準的なモデルと

して採用されていることから，VLBI の解析結果に

与える影響も大きく，今後も ITRF に関する研究を

注視していく必要がある．  
 

 
写真-6 石垣係長の発表． 

 
3.3.7 セッション 6: フレームタイ，深宇宙探査，そ

の他の分野への VLBI 利用の拡大 

衛星を用いて宇宙空間で複数宇宙測地技術のコロ

ケーションを実現するスペース・タイ，GGOS Japan
による全球及び地域における測地学の連携強化の取

組，多帯域の ICRF 構築の構想などについて報告が

あった． 
スペース・タイの計画は NASA/GSFC の Stephen 

M. Merkowitz 氏（国際レーザ測距事業（以下「ILRS」
という．）議長）から報告された NASA の低軌道衛

星 GRITSS と， 欧州宇宙機関（ESA）が提案する

GENESIS がある．NASA の GRITSS は小型衛星を宇

宙空間の既知点として利用し，衛星のトランスポン

ダーが発する電波をローカルタイされている VLBI
と GNSS で受信する．NASA は既にメリーランド，

テキサス，ハワイの VGOS 局での試験観測を計画し

ている．アメリカでの観測実施後，石岡局を含む各

国のVGOS局との共同観測についても提案があった．

GENESIS は GRITSS より大型の衛星を採用し 4 つの

宇宙測地技術を結合するプロジェクトを計画してお

り，タスマニア大学の David Schunck 氏から，

GENESIS によって得られる位置精度のシミュレー

ション結果の報告があった． 
 
3.4 施設見学 

3 月 5 日の施設見学では，「石岡局と JAXA 筑波宇

宙センター」及び「石岡局と筑波山」の 2 ルートを
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それぞれ 2 グループに分けて参加者を案内した． 
石岡局では，VLBI アンテナ，電子基準点，重力測

定室，小型レーザ測距装置（Omni-SLR），ローカル

タイ測量等の各コーナーに説明者を配置し，それぞ

れ取組を説明した（写真-7）．  
JAXA 筑波宇宙センターでは，座学による衛星レ

ーザ測距（以下「SLR」という．）の説明後，つくば

SLR 局を見学した．施設見学に合わせて筑波山梅林

では，一般社団法人つくば観光コンベンション協会

の「つくば観光ボランティアガイド 298」が対応し，

1 グループにつき 4 つの小グループに分けて案内し

た（写真-8，写真-9）． 
当日はあいにくの雨で少し肌寒い天候であったが， 

参加者からは見学先の各説明者に対して多くの質問

があり，関心の高さが伺えた．  
 

 
写真-7 石岡局における見学の様子． 

 

 
写真-8 JAXA 筑波宇宙センターにおける見学の様子． 
 

 
写真-9 筑波山梅林における見学の様子． 

3.5 IVS 設立 25 周年記念式典 
3 月 6 日の午後に IVS の設立 25 周年を記念する

式典を開催した．式典の冒頭で国土地理院の大木章

一院長と Haas 議長が挨拶した（写真-10）．また，国

際測地学協会（IAG），国際天文学連合（IAU），IERS，
国際 GNSS 事業（IGS），ILRS 及び国際 DORIS 事業

（IDS）の各代表から祝辞があったほか，国土地理院

宮原伐折羅計画課長（GGOS 前代表），一橋大学の大

坪俊通教授（GGOS Japan 代表）を含む 4 名の記念講

演が行われた（写真-11）．式典の最後には，IVS に長

年貢献された方への表彰があり，元 NICT の近藤哲

朗氏及び NICT の小山泰弘氏を含む 13 名の方々に

感謝状と記念品が贈られた（写真-13，写真-14）．  
 

 
写真-10 大木章一院長の挨拶． 

 

 

写真-11 宮原伐折羅計画課長の記念講演． 
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写真-12 IVS 総会の集合写真． 
 

 
写真-13 貢献者への表彰． 

（写真左が近藤氏，右は Haas 議長） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真-15 AOV 会合（3.6.1 節で後述）の集合写真． 

 
 

 
写真-14 貢献者への表彰（写真左が小山氏）． 
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3.6 その他会合 
3.6.1 AOV 会合 
アジア・オセアニア VLBI グループ（以下「AOV」 

という．）は，同地域の VLBI の発展や連携を促進す

るために 2014 年に設立された IVS のサブグループ

である．国土地理院は，オーストラリアのタスマニ

ア大学とともに AOV の設立に尽力し，その後の運

営において中心的な役割を担っている． 
3 月 7 日の夜に第 5 回 AOV 会合が実施され，日

本，中国，韓国，オーストラリア，ニュージーラン

ド及びタイの 6 か国から約 25 名が参加した（写真-
15）．対面での開催は 6 年ぶりであった．国内から

は，現加盟機関である国土地理院，NICT，国立天文

台のほか JAXA が参加した．会合の中で，JAXA の

臼田・美笹局を含む 3 機関が新たに AOV 観測の参

加希望を表明した．今後これらの新規参加局を加え

た観測が実施されることが期待される．  
 
3.6.2 解析ワークショップ 

3 月 8 日の午前に IVS の解析担当者を対象にした

ワークショップが開催された．会合では，ITRF2020 
の更新，EOP ファイルの新しい様式への移行，新し

いセッションと VGOS データベースの命名規則，

VLBI のスケール問題等の議題があり，活発な議論

が行われた． 
 
3.6.3 各種グループ会合 

3 月 4 日，5 日の夜，8 日の午後に以下の各種グル

ープ会合が開催された． 
VLBI-scale TF 
K-band CRF meeting 
Meeting of session advocates (session PIs) 
IVS-CRF Working Group meeting 
VTC meeting 

 
3.6.4 IVS 評議会 

IVS 評議会は IVS の評議員が今後の活動方針を議

論・決定する会議である．3 月 9 日に第 50 回評議会

が開催され，石垣係長が評議員として参加した（写

真-16）． 
今回の評議会の概要は以下のとおりであった． 

・UT1 - UTC を計測するための Intensive 観測につい

て，VGOS 仕様による新たな観測セッション（INT-
G）が追加されるなど，セッション数が増えている．

今後新たなセッションを提案する場合のガイドライ

ンを作成し，承認するプロセスを確立する． 
・VGOS 観測局数は徐々に増加．マテラ（イタリア）

やサンタマリア（ポルトガル）が定常運用に向け準

備中である．インド，インドネシア，マレーシアで

も計画があがっているが，IVS との十分な情報交換，

調整はまだできていない状態である． 
・ITRF2020 の構築における VLBI のスケールドリフ

ト問題について検討している IVS のタスクフォース

から，これまでの観測局の機器交換やメンテナンス，

地殻変動のイベントなど座標値の変化につながる情

報をまとめてほしいという要請があった．その際の

課題として，ログファイルから必要なデータを抽出

することができるかの検証や，過去の情報の収集方

法の検討が挙げられた． 
・測地を目的とした観測では，今後 S/X 観測から

VGOS に移行していくことが求められる中，Haas 議
長がその移行計画を作成している．次回以降の評議

会で議論する見込みとなった． 
・評議員のうち，解析/データセンター代表や技術開

発コーディネータなどの退任が予定されており，後

任人事についての情報交換・議論があった．後任は

選挙ではなく，評議会での議論・投票により決定さ

れる見込みである． 
・2024 年の欧州 VLBI 事業（EVGA）会議の開催地

はマテラが最有力である． 
・次回 2026 年の IVS 総会の開催地は未定だが，今

後候補地を絞り，評議会から個別に連絡する． 
 

 
写真-16 IVS 評議会の集合写真． 

 
3.7 総会に関わる各種イベント 

3 月 3 日に参加者同士の交流を深めることを目的

にサイクリングツアーを実施した．このツアーは，

つくば霞ヶ浦りんりんロードの旧筑波鉄道コースの

うち土浦駅から旧筑波駅までの約 20 km を往復する

もので，引率 4 名を含め，18 名が参加した（写真-
17）．当日は，天気にも恵まれ，途中の北条大池で用

意した昼食（弁当）を取り，旧筑波駅付近のお土産

店に寄った． 
 

3 月 3 日夜のアイスブレーカーの参加は任意であ

ったが，同伴者を含め 101 名が参加した．入場に先

立ち，参加登録の受付を行った．これにより総会初

日の朝に行う受付作業を分散することができ，円滑

な会議運営を行うことができた．会場には軽食が用

意され，土浦第二高等学校書道部による書道パフォ

ーマンスが行われた（写真-18）．書道パフォーマン

44 国土地理院時報　2024　No.137



スの作品は総会期間中にメイン会場入口に展示され，

写真スポットとして利用された（写真-19）．  
 

3 月 6 日夜の歓迎会は，以下のプログラムのとお

り進行した． 
・歓迎の挨拶 
・鏡開き 
・和太鼓の演奏 
・和太鼓の体験 
・David Hall 氏の追悼スライド氏の追悼 
・総会のスライドショー 
・締めの挨拶 
 
参加者からは，和食，日本酒，和太鼓といった日

本の文化に触れることができたとの感想があったほ

か，事後アンケートでも日本の文化が印象に残った

との回答が多数あった（写真-20，写真-21）． 
 

 
写真-17 サイクリングツアーの様子． 

 

 
写真-18 アイスブレーカーの様子． 

 

 
写真-19 書道パフォーマンスの作品． 

 
写真-20 歓迎会の乾杯． 

（左から山際敦史測地部長，大木章一院長，

Haas 議長，Dirk Behrend プログラム委員会代

表）． 
 

 
写真-21 歓迎会の和太鼓の演奏． 

 
3.8 事後アンケート 
総会後，参加者に対し任意のアンケートを実施し，

54 件の回答を得た．参加者からは，組織委員会の運

営について 98 %から「非常に満足」又は「満足」の

回答を得た（図-7）．  
 

 
図-7 アンケート結果． 

 
4. おわりに 
総会は，新型コロナウイルス感染症の世界的な流

行後初，かつ 6 年ぶりの対面開催となったことから，

開催前から関係者からの多くの期待の声があがって

いたが，その期待に応えて大きな成功を収めること

45「第13回 国際VLBI事業（IVS）総会（25周年記念大会）」開催報告



ができ，また，IVS における国土地理院の存在感を

示すことができた． 
国土地理院では，総会で得られた人脈を活用して

今後も IVS が主導する国際 VLBI 観測に積極的に参

加することで， ITRFの構築やEOPの継続的な把握，

監視に取り組んでいく．また，国土地理院は今後も

日本政府の戦略・計画に基づき，当院が強みを有す

る VLBI をはじめとした測地学に関する様々な場に

貢献し，日本の存在感向上に取り組んでいく． 
 

（公開日：令和 6 年 12 月 27 日） 
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